
、



け型-1解zの描く図形や配置 これがわかると、以下も理解できる。

複素数の2に対して、
12--XIは何を表すか？図形的に！ 形は、擬点のと点Bを結ぶ線分の

垂直二等分線
一 一

→複素数平面上での点.to
は"に"に1B）を満たす。がで複素数 2人の絶対値

（x=

❤

だと恒等式）

間の距ーー離を表す

-

←
：
関

"癭
平行移動し

"

回）i n 長さが 2012-x|=r(r>o）を満たすZが
鍵形は、点のが中心、半径rの旦
r .。→が1点を表す）；_

#

・2 -

（r<o→Zは存在しない

☆ この円上のZは、/ \
"ば>Re

z=×+ r ( a s O t i sin0）←
12-XI（原点からの距離） GEOいた）とも表される.



1第

"

極形式が考えやすい、

$

Z， = n (wsd i t i s i n di）
（に） 図形的にとらえたい. （あとで式で） Zz=に（cosd a t i s in02） とおくと、

12+2it2| = 1Z-（-2i-2）1 より、 Z,Zz=r,n(ws(dtd) t i s in(ditch））
左辺は点Zと点-2-2 i の 距离住 となるので、
右辺の l iz-211は、 点 . i eと 点 2 i 12は2 |=n n =12、112-1 网
に 距 離 " '

旬にい
かっに
が州よ
り、

これを点Zに
T持っていける？ た なせ

ム ズ い . 与えられた方程式は恐：だ.is別物
の長さに l z . f i _の 1 = 12-21 と表されるので、

点 zは 点 - 2 - 2 i と 点 2 を結ぶ線分の
工夫する！ 垂直二等分線を描くy's i n

I i I - 2 iに Ii(E-2）12①絶対値の
性質

、

$

_|-22

"

'Re= I i HE-2| であり、



（式でいくと） （4-2i）（x+yi）+（4+2i）にはi）=O
絶対値がじゃまなので外したい。 < ⇒ 8 × + 2 y = 0 （iの項が消える）
→ ☆両辺2乗して外す. （12-にでき注

意！
く⇒ y= -4×
図示すると、

1Zt2it2|= | i E - 2 i | ←両 辺 0以 上 言葉で書くとすると、

$

lztで+2に I i i - 2 i f "！
！

"な※原点と点1+が
⇐

が州
を

$

が玔菊

通る直線を描い
た

$

を 分 解
I T を 分 解

⇐> e-（2i-2）Zt（2i+2）を+41
（2） 12-+2it21=2/2-21

=#-2Z-2E+Y 点な占皐 冣と点2の
⇐> （4-2i）2+（4+2i)I = 0 - _ - D たり

どうしようもないので実数の世界で
→ これらが2：1 ということは、複素数平面上で

考える . アポロニウスの円を描く.（IA IBが7問）
ここで、 Z =X+ y i ( x ,y ER）とおくと、Dは → ここでは式でいく、

絶対値がじゃまなので2乗して外す.



IZ+2it21=2/2--21

$

に+2i t2に
412-21で両辺°以上

%

には「興円の形！

⇐>（Ztzitz）（Is it）=4（Z-2）（E-2） となるので、 中心が点t、半径tの
↳ z It（2i+2）を一（2i-）2-4it4

=4（ZZ-2E-2Z+4） 円を描くof Imp
⇐> 3E-（10+2DE-（10-2i）2-+12=0 妥当性の
に一人に

☆
（つ
まり （Z-t）（T-T）=

%

の形を

ツ、 e，： .

私

$

齅い
ばで邈

ムリヤリ作りにいく！！
中点

.ae，
にeiaT i - （2：1に内分）

共役にした！
="

"

「一
ノ-1 2

くおわびと補足〉
前回のラストの予習版では、（1）で右辺がliz-21と
なってました。これの結論は
「点-1と点1-iを通る直線」です。



𦥯
実数係数の2次方程式の複素数解について Z「 c o s O t i s i n0 て共役

複芳 平面
として
数 上で、解。っ て 凌 烈 は

極形式がラクそうで、実数係数な

Z z= c o s 0 - i s i n dその共役な複素数も解になるが、 とおきたいけれども、これではもしか等
→ どんなケース？

実軸対称になるとは訓 "な " |（i） 2解が共役である場合←重解も含めてるImの 題意よりDの2解Z..zines'※ が.た •

|-.->
Z， = c o s O t i s i n0 ←単位円上！
た = T

= c o s d - i s i n d ( oEd紀）
2つの虚数解 重解 相異なる2実数解

→ 共役で実軸対称 →実軸上1点 嘿連韭え点、

風

とおける。 ↳これで必要十分に設定
できている.

I t a Z t h o ( a h ER）・

&

の解が

単位円周上にある。→解をおきたい、
解をおいて、係数の情報求めたい、
→ 解と係数の関係 .



このとき、解と係数の関係から. Iii)Dは実数係-_-数ゆえ、 1i）以外の場合、
Zi.Zzが

&

の2 解

Dの2解は相異なる実数となる。

⇐> ｛で「Zi-9 →ど ん な ケ ー ス ？

z . た = h 解のペアは ？，'※エ！
顎十

$

1通りしかない！川で袋

$

品と |このとき2解の候補は - 1 . 1の み で
⇐〉 （a.h）=f2wsd.I） あり、 これらの解を とる （9.h）が
となる。 → これを満たす 存在するかを考える。

d . a.hが存在するか？ 解と係数の関係より
ここで、例えば d=Eとおくと、 一 I t 1 = - 9
G . h）= 10，i） となり、存在する。 |-1.1 = e
よって hのとりうる値生しのみである。 ⇐>（a.e）=（a-1） となり存在する。

→ -1，1は解になる！！



よってhのとりうる値は

$$

4である。

以上（i）（i）よりhのとりうる値は 1. - 1ーー、となる。

〈細かい補足>
（i）で D = に 4 G E O，
（ii）で D = d - 4 b > 0

という条件は考えなくて いい？

実は解と
係数の関
係の中に
組...匊
いて、 上の解答ではIi）（ii）の設定に対して
必要十分な解をおいて議論しているので、
黴数の関係から出てきた （a.h）と
いうのは、 自明にDの条件も満たす。
実際、（i）でa'-4b=4（cos20-）Eo

(ii）で d 4 b = 4 > 0 が成立。


